
事 業 区 間：南あわじ市木場

総 事 業 費：5.3億円

内用地補償費：－

事 業 期 間：R3～R5

事 業 概 要：離岸堤嵩上げ L=320 m

離岸堤新設リーL=365 mフ

費用便益比B/C：3.3

横断図 (嵩上げ区間)

南あわじ市

位置図

海岸事業 西淡海岸(阿那賀組地区) 越波対策事業

出典：国土地理院

事業概要

事業箇所

目 的

①冬期風浪や台風時の波浪による越波
①の軽減
②背後の住宅地を越波・飛沫から防護

工程表

凡例

：事業区間
：整備済区間
：県道
：公共施設、学校等

丸山漁港

小木場地区集会所

市立阿那賀診療所
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異形消波ブロック
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・ 近年砂浜が侵食され、冬期風浪や台風時の波浪により、背後の住家等への越波・飛沫被害が

①生じている。

・ 背後は海と山との狭隘地に道路・住家があり、越波により浸水・塩害が生じていることから

対策が必要である。

航空写真

事業の必要性・優先性

高波の発生により越波・飛沫被害が発生

現況写真

出典：国土地理院
(2004年撮影) 出典：国土地理院
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